
木曽川上流水防災協議会（岐阜ブロック） 第１回開催概要

【設立主旨】
今後の気象変動により発生頻度が高まると予想される施設能力を上回るような洪水に対応するため、隣接する自治体や県、国等が連携・協
力して減災のための目標を共有し、ハード・ソフト対策を一体的かつ計画的に推進するための協議・情報共有を行うことを目的とする。
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【開催概要】
日 時：平成２８年５月１２日（木）
会 場：岐阜グランドホテル 西館２階 雪の間
出 席：岐阜市長、美濃市長、山県市長、瑞穂市長、海津市長、笠松町長、養老町長、神戸町長、安八町長、揖斐川町長、大野町長、

池田町長、北方町長、坂祝町長、大垣市、関市、羽島市、美濃加茂市、各務原市、可児市、本巣市、郡上市、岐南町、輪之内町、
木曽川上流河川事務所長、丸山ダム管理所、岐阜地方気象台庁長、岐阜県岐阜土木事務所長、岐阜県大垣土木事務所長、
岐阜県揖斐土木事務所長、岐阜県揖斐土木事務所長、岐阜県美濃土木事務所長、岐阜県可茂土木事務所長、
岐阜県郡上土木事務所、水資源機構中部支社事業部長

議 事：①木曽川上流水防災協議会の設立について ②減災のための目標（案）について ③目標を達成するための具体的な取り組みに
ついて ④減災のための取り組み事例の紹介 ⑤意見交換

決定事項：５年間で達成すべき目標
木曽三川で発生しうる大規模な水害に対し、「住民の主体的な避難」「水防活動の強化」「社会経済被害の最小化」を目指す

次回協議会：８月開催に開催予定の幹事会において「取組方針（案）」の協議を行い、委員の了解を得て策定。
８月中に取組方針の公表を予定。

【主な発言内容】
減災のための取組事例として、昭和５１年９月の安八水害から４０年となる事を受け、堀安八町長から

発災時の状況と、内閣府のモデル事業として全国４カ所のモデル地区の１つとして指定された「災害・避
難カード」の取組状況が報告されました。また、意見交換において、大橋養老町長と細江岐阜市長より意
見をいただきました。
養老町長：養老町は、昭和34年伊勢湾台風で牧田川が決壊し、１ヶ月以上浸水していたところもあるが、今はその

経験者も少なくなってきている。現在、防災計画の見直しや避難経路の見直しなど各地区で実施してい
るが、ハード対策に甘んじて安心していると大変なことになると危惧しているところ。もっと、防災意
識を高めていきたい。自分が災害にあった方は危機感を持っておられるが、若い方々の水害に対する意
識が希薄になってきている。

岐阜市長：当市も水防演習を行うなど、水害に対する啓発を行っているところだが、個々に水防工法を実施してい
るため、時系列に何が現場で発生し、それに対応する行動（水防）の変化やそこに含まれる危険性も含
めて、より具体的に、国交省でドキュメンタリー調に災害を取りまとめた切迫感を感じるDVDを作成し、
用意していただくと住民に対して効果的な啓発活動ができるのではないか。

第1回木曽川上流水防災協議会
（岐阜ブロック）の開催状況
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木曽川上流水防災協議会（岐阜ブロック） メディア関係
木曽川上流河川事務所

中日新聞 平成２８年５月１２日（木）朝刊 １６頁岐阜県版

岐阜新聞 平成２８年５月１３日（金）
朝刊 ２０頁岐阜県内版

メーテレ 平成２８年５月１２日（木）
「ＵＰ！」 18:17～18:22

堀安八町長 大橋養老町長細江岐阜市長


